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抑制を認めた。次に bLfの効果が濃度依存性であることを確かめるため、種々の bLf濃度における PC-14細
胞株の増殖効果を WST-lassayで調べた。 bLfを段階的に増量していくと濃度依存的に増殖が抑制された。
アポトーシス関連遺伝子 AFAP-lの realtime RT-PCRとCaspase-3のwesternblottingの発現を解析すると、
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る258のタンパクが同定された。 immunogloblinbinding proteinl (IGBPl)が、 Lfと最も強く結合することが
わかった。 IGBPlは8リンパ細胞抗原レセプター (BCR)複合体を形成する Igα (MB-I/CD79a)と結合する
新規シグナル伝達分子として同定されたタンパクであり、脱リン酸化酵素PP2Aのcサブユニットと直接結

























を用いて、Lfと特異的に結合する蛋白 immunogloblinbinding proteinl (IGBPl)を同定し、外因性のLfが細
胞質内に取り込まれ、細胞質内のIGBPlと結合し、結果的にPP2Aの脱リン酸化機能を阻害することでア
ポトーシスが誘導されることを明らかにした。
今後の課題ではあるが、 LfとIGBPlとの特異的結合部位を確定し、機能性ペプチドを大量投与すること
できれば、Lfのアポトーシス促進機能をさらに高めることができると考えられ、本研究は今後の新規抗癌
薬の告IJ薬研究において重要な知見を提供したものと評価できる。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
665 
